
 

 

 

 

 

 

 

１ 授業の目標及び内容 

 本授業は、次の 2 点を目標として実施した。

①日本を中心とした教育実践史の概要と主な

教育実践の意義について説明することができ

ること、➁教育実践の歴史的経緯を踏まえ、

今日の教育実践の意義について自己の考えを

述べることができることである。また、中核

的なＤＰとして、「２Ｂ 教育の現代的課題へ

の対応方法」及び「５Ａ 専門的職業人として

の使命/責任感」を掲げて取組んだ。 

 授業内容の概要はシラバスに示したとおり

であるが、明治期から現代までの我が国の代

表的な教育実践を中心に、学習指導的側面が

強いものと生徒指導的側面が強いものとに分

け、具体的事例をもとに学習を進めた。主た

る教材は、毎時間印刷配布した資料のほか、

参考図書として図書館にあるシラバス図書の

中から随時紹介した。 

 授業形態は、授業内容によって多様な形を

とった。授業実施前に行った調査において、

歴史的な教育実践に関する知識がほとんどな

い状態であったことから、グループ協議の場

面を織り交ぜながらも、知識・理解に軸足を

置いた授業を基本とせざるを得ない状況であ

った。しかし、そうした中において、１５回

にわたる授業の中盤に、学生の既習事項を活

用できる題材で、クラスを２分してディベー

トを行う場面を事前・事後の活動を含め３時

間にわたって位置付けた。 

 

２ 授業評価 

 次ページの表は、最終回の授業の中で実施

したＤＰ対応学生認識調査に関する調査結果

である。本調査結果を手掛かりに本授業を振

り返ると、次のような成果と課題を挙げるこ

とができる。 

 まず、成果として次の２点を挙げることが

できる。１点目は、「１Ｂ 自分の専門分野の

知識」及び「５Ａ 専門的職業人としての使命

/責任感」の肯定率が 100％となっており、中

核的なＤＰとして掲げている「５Ａ 専門的職 

 

 

 

 

 

 

 

業人としての使命/責任感」については、高い

評価結果を得ることができた。本授業では、

教育実践史に残る我が国の代表的な実践事例

を学習指導及び生徒指導的側面が強いものに

分けて取り上げ、実践者の考えにも触れなが

ら具体的に学習を進めた成果であると考えら

れる。 

 ２点目は、「１Ａ 教育に関する確かな知識」

及び「１Ｂ 自分の専門分野の知識」の項目に

おいて、「とてもそう思う」が約 3 分の 2 を占

めており、コア・カリキュラムや生活綴方教

育など、これまで単語としてのみ知っていた

ものが、具体的事例を通して学んだことによ

り理解が一層深まったのではないかと考えら

れる。 

 また、課題として次の３点を挙げることが

できる。１点目として、「２Ｂ 教育の現代的

課題への対応方法」及び「３Ｂ 教育活動に取

組むための表現力」、「４Ｂ 理論と実践を結ぶ

主体的学習」の各肯定率が 80％台と他と比べ

ると低いことである。中でも「２Ｂ 教育の現

代的課題への対応方法」は中核的なＤＰとし

て掲げていたものであり課題も大きい。肯定

率が芳しくないこれらのＤＰは、日本の子ど

もたちの課題として挙げられてきた「思考

力・判断力・表現力」や「学ぶ意欲」と深く

関わるものであり、授業設計の在り方を一層

工夫する必要がある。 

 ２点目は、「５Ｂ 多世代にわたる対人関係

形成力」の肯定率が 70％を下回る低い数値で

あったことである。本講座は、２回生から４

回生が共に学んでいたにも関わらず、異学年

が交流する場の設定が不十分であったことを

物語っている。改善を図りたい。 

 ３点目は、授業外学習の時間が「課題」「自

発」ともに平均 0.5 時間程度と低いこと、自

発的読書や自発的活動を全く行っていない学

生が 80％以上を占めていることである。授業

の中で関連図書等の紹介は適宜行ってきたが、

自主的な活動にまで至っていない。学生に対

する働きかけを工夫していく必要がある。 
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３ 本授業における時間外学習促進の工夫 

 本授業では、授業時間外学習を促進させる

ため、次の３点を重視して実践した。 

 １点目は、授業の終わりに次時のテーマを

示すとともに、参考図書を紹介したことであ

る。 

 ２点目は、必要に応じて予習課題を提示し、

予習を求めたことである。右図の資料は、デ

ィベートに向けての事前準備としての予習課

題を含む部分を示したものである。本事例で

は、既習事項を踏まえ、自分が選択した学習

スタイルに関する「自己の考え」の部分を整

理してくることを求めた。そして、次時に予

習事項を基に、グループ協議を行い同じ立場

を選択した者同士の考えを整理した上で、ク

ラス全体でディベートを行った。 

 ３点目は、毎時間の生徒の授業評価を基に

授業改善を重ね、学生の学ぶ意欲を高めるこ

とに努めたことである。本授業では、毎時間、

「理解度」と「興味・関心」の２点のみの簡

単な評価を試みた。（右図参照）分かる楽しい

授業づくりは、年齢に関係なく、主体的な学

習態度の形成に効果があることを感じた。 

 

４ 今後の課題 

 今次の実践は、自分にとって初めて担当す

る授業であったこともあり、シラバスで計画

していたことが十分に実践できたとは言えな

い状況にあると感じている。この度の授業評

価を踏まえ、本学が重視している時間外学習

の促進に向け、今後の重点課題として次の３

点を設定したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １点目は、授業で提示する具体的事例を事

前配布し、毎時間の予習として位置付けるこ

と。 

２点目は、予習をしておかないと支障が生

じると感じるような授業展開を工夫すること。 

 ３点目は、自発的な授業外学習の状況を毎

時間把握し、その結果を返すことである。充

実している学生の状況を授業の中で紹介する

などして意欲化を図りたい。 

 これら以外にも、方法は考えられるが、次

年度はこの３点について重点的に実施するこ

とを通して改善に取り組みたい。 

 

 

 

 

 

〔表〕 DP 対応学生認識調査結果の度数分布（％）と肯定率（N=23 回収率 92％）     

    1 2 3 4 肯定率    

1Ａ 教育に関する確かな知識 65.2  30.4  4.3  0.0  95.7  
 

1Ｂ 自分の専門分野の知識 65.2  34.8  0.0  0.0  100.0  
 

2Ａ 教育をめぐる様々な現代的諸課題 39.1  52.2  8.7  0.0  91.3  
 

2Ｂ 教育の現代的課題への対応方法 30.4  52.2  17.4  0.0  82.6  
 

3Ａ 教育活動に取組むための技能 39.1  56.5  4.3  0.0  95.7  
 

3Ｂ 教育活動に取組むための表現力 21.7  60.9  13.0  4.3  82.6  
 

4Ａ 自己の学習課題の明確化 39.1  56.5  4.3  0.0  95.7  
 

4Ｂ 理論と実践を結ぶ主体的学習 26.1  60.9  13.0  0.0  87.0  
 

5Ａ 専門的職業人としての使命/責任感 30.4  69.6  0.0  0.0  100.0  
 

5Ｂ 多世代にわたる対人関係形成力 26.1  43.5  17.4  13.0  69.6  
 

    0 0.5 1 2 6 М 

 
授業外学習（課題） 30.4  34.8  30.4  4.3  0.0  0.57hrs 

 
授業外学習（自発） 52.2  26.1  13.0  4.3  4.3  0.61hrs 

    0 1 2 3 М   

 
自発的読書 82.6  4.3  4.3  8.7  0.39 本 

 

 
自発的活動 91.3  4.3  4.3  0.0  0.17 件 

 
 

〔図〕ワークシート 


